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デジタル活用による人事業務の効率化・高度化
デジタル人事アドバイザリーサービス

デジタルテクノロジーの進歩や、急速に変化するビジネス環境への対応が求められる昨今、人事領
域でもデジタル化は急務となっています。KPMGは、最先端のテクノロジーやデータ分析技術を活
用し、次世代のデジタル人事の実現を支援します。

人事領域のデジタル化ステージ

人事領域のデジタル化ステージ

ステージ1
テクノロジーを活用した
業務プロセス変革

RPA AI

RPAやAI等のテクノロジーを活
用した既存業務の大幅な効率化

ステージ2
社内データの
フル活用による
人事業務の高度化

人事部門で管理している以外の
社内データも活用した、人事業
務全体の高度化

ステージ3
複数のテクノロジーと
社外データの活用による

戦略人事の実現

外部データも含めた分析を実施
し、戦略人事として企業価値の
向上を実現

デジタル人事を実現する８要素

データマネジメント

システム・データベースデジタルリテラシー

業務プロセスガバナンス

人事サービス提供形態デジタル人事戦略

先端テクノロジー

KPMGのデジタル人事アプローチ

人事領域においてもデジタルテクノロジーの導入・活用が
進む中、KPMGはそれらのデジタル化を大きく3つのス
テージとして捉えています。ステージ1では、テクノロ
ジーを活用した業務の「効率化」、ステージ2では、さま
ざまな社内データを利活用・分析した結果からの示唆を実

務で運用する「高度化」を推進します。そして、ステージ
3では複数のテクノロジーと有効な社外データを幅広く活
用し、企業価値を高める示唆、意思決定に貢献する「戦略
人事」を実現します。

KPMGは、デジタル人事を「データドリブンによるエビデ
ンスに基づき戦略的意思決定を可能とする人事」と考えま
す。デジタル人事の実現には対象となる「業務プロセス」
の特定や「システム・データベース」 と「先端テクノロ
ジー」の活用は欠かせません。そして変革を効果的に推進
するにあたり、あるべき全体構想を描いた「デジタル人事

戦略」や会社・社員に価値を提供する「人事サービス提供
形態」の明確化が必要です。 さらに組織としての統制を
高める「ガバナンス」、デジタル人事の推進主体となる人
の「デジタルリテラシー」やデータ管理手法である「デー
タマネジメント」の整備も重要です。KPMGではこれらの
要素を包括的に考慮し、確かな変革を支援します。
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デジタル人事モデル

＜サービスメニュー＞
 人材要件・リテラシー定義策定
 戦略的人材育成施策検討
 デジタルリテラシー向上を見据えたトレーニング
の企画開発

＜サービスメニュー＞
 自然言語処理分析ソリューション「HERO」を
はじめとする先端テクノロジーを活用した
業務効率化

 データドリブンによる業務高度化

デジタル人材開発

デジタル人事戦略・構想策定

◆人事業務効率化・高度化デジタル
人事

業務改革人材開発

戦略・構想

デジタル人事推進の主軸となる戦略の策定から、
具体的な施策立案と推進（例：情報プラット
フォーム整備）計画の策定まで、シームレスに
支援します。

デジタルに精通した社員の確保に向けて、
戦略的なデジタル人材の育成、デジタル
リテラシー開発を支援します。

「ヒト」と「テクノロジー」の協働による
業務の効率化・高度化実現に向けた変革を
支援します。

＜サービスメニュー＞
 デジタル人事構想策定
 デジタル成熟度診断
 データマネジメント戦略策定
 情報プラットフォーム整備

サービス概要

高度な分析を実現するテクノロジー基盤

データ連携・管理を可能
とするプラットフォーム

＋

リクルーティング
アサインメント

エバリュエーション

トレーニング

エンゲージメント
ネクストキャリア

・コンピテンシー分析
・リーダーシップ開発
・研修効果測定分析

・退職アラート分析
・再雇用適性業務分析
・アルムナイ分析

・人材要件定義
・人材ポートフォリオ分析
・選考プロセス効率化

・キャリアパス分析
・戦略的人材育成
（サクセッションプランニング）
・適材適所配置分析

・評価項目運用分析
・ハイパフォーマー分析
・評価者トレーニング

社内外データ分析
先端テクノロジー活用

・従業員意識調査分析
・組織風土診断分析
・報酬・インセンティブ分析
・モチベーション分析

複数のテクノロジーと社外データの活用による人事業務の高度化・戦略人事の実現

現場業務中心

労力の負荷が高い現場業務

改革推進基盤

デジタル
リテラシー

データ
マネジメント

ガバナンス

デジタル
人事戦略

テクノロジーを活用した人事オペレーション変革

人事システム刷新／最先端テクノロジー活用

テクノロジーによるオートメーション化

現場業務から企画業務へのシフト

企画業務中心

デジタル人事は「戦略・構想」「人材開発」「業務改革」それぞ
れの領域が重なり合って実現されます。KPMGは、デジタル人事
を実現する8要素を踏まえた「デジタル人事戦略・構想策定」

「デジタル人材開発」「人事業務効率化・高度化」のサービスを
展開し、包括的に支援します。

KPMGが提唱するデジタル人事の実現に向けた「デジタル人事モ
デル」では、まず個々の人事業務に対するテクノロジーを活用し
た人事オペレーション変革により「現場業務」から「企画業務」

へと、人事業務の軸足をシフトします。そして、高度な分析を可
能とするテクノロジー基盤と多様なデータを活用したデータドリ
ブン体制により、人事業務の高度化、戦略人事を実現します。



© 2020 KPMG Consulting Co., Ltd., a company established under the Japan Company Law and a member firm of the KPMG network of independent member firms affiliated with KPMG 
International Cooperative (“KPMG International”), a Swiss entity. All rights reserved. 

サービス詳細

 デジタル人事戦略・構想策定
確実な変革の推進に向け、経営・意思決定（戦略人事）と人事業務推進（効率化・
高度化）の視点からデジタル人事戦略・構想の策定を支援します。

 デジタル人材開発
企業競争力を高めるデジタル人材を育成するため、人材要件策定から実際のデジタル
リテラシー獲得に向けた施策まで、幅広く支援します。

 デジタル人事の実現に向けた戦略および構想（全体／個別業務）の策定支援
 データドリブンの基盤となる「人事組織活用情報プラットフォーム」の整備を含めた、データマネジメント戦略支援

トレーニング受講に
際し、目標の設定と
現状のスキルチェッ
クを実施

事前面談

事前面談を踏まえた
トレーニングプログ
ラムの受講

プログラム受講

トレーニングプログ
ラムの効果測定と
キャリアについての
面談

定着度チェック
専門的なデジタルリテラ
シー獲得のためのプログラ
ムを受講

継続トレーニング

戦略的アサイン
獲得したデジタルリテラ
シーを業務に活かし、企業
競争力を高める

Step2：デジタル基礎リテラシー習得 Step3：プラクティス実践

デジタル人材要件および
デジタルリテラシーを戦
略的に獲得するための計
画立案

人材要件育成計画策定

Step1：人材戦略策定

 人材要件・リテラシー定義の検討と実現に向けたロードマップの策定
 戦略的人材育成に向けた育成体系の策定支援
 テクノロジーファウンデーションプログラムによる、デジタル基礎リテラシートレーニングの提供

【エンゲージメント】分析サービス例
 現状および要因把握に基づくアクションプラン策定

インプット情報決定 配置マッチング 配置結果評価

社員情報
学生時代の取組み・経験／
経験業務内容／評価結果／
異動履歴／人物タイプ 等

会社・部署情報
経営方針／要員計画／
組織ビジョン／コンピテン
シー／業務内容 等

その他情報
配置評価結果 等

社員
特徴抽出

組織・部署
特徴抽出

最適配置
レコメンド

×

デジタルマッチング

配置結果
評価

最適配置
レコメンド

マッチング
Hit率評価

×

Level1
現状把握

• 従業員サーベイ結果
• ストレスチェック
• エンゲージメント調
査結果

組織のヘルスチェック

• 評価結果
• メール・作業報告

人材特性の抽出

• 従業員意識調査
• 適性診断

従業員意識の抽出

Level2
要因把握

採用傾向分析

組織と従業員の
想いのギャップ分析

面接者の特性

応募者の特性

組織風土改革方針の
策定
新たな企業ビジョン／
行動指針の策定
モデル人材像の策定
管理職マインドセット
構築
個人の活性化プラン／
エンゲージメント向上
案の策定 等

Level3
アクションプラン策定

企業のHP情報

志望動機／
意識調査

 HERO等のテクノロジーを活用した人事業務領域の効率化・高度化に向けた各種分析・推進支援

HERO

HERO（Human Establishment and Resource Optimizer）はKPMGが独自開発した自然言語処理を活用した
分析ソリューションツールです。

【戦略的デジタル人材育成支援】例

【構想策定検討フレーム】例

【アサインメント】分析サービス例
 社員と部署の情報から人材配置案を検討

経
営
・
意
思
決
定

（
戦
略
人
事
）

人事マネジメント

人材・組織情報活用プラットフォーム

中期経営計画・人事戦略

ミッション・ビジョン・バリュー

テクノロジー活用／データドリブン

各種システム

ネクストキャリアエンゲージメントエバリュエー
ショントレーニングアサインメントリクルーティング 人

事
業
務
推
進

（
効
率
化
・
高
度
化
）

×

×

 人事業務効率化・高度化
KPMGの自然言語分析ツール「HERO」をはじめ、多様なテクノロジーを業務分析や
データ分析に活用し、対象業務の効率化およびデータドリブンによる高度な意思決定
を可能とする業務高度化を支援します。
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テクノロジーを活用した人事業務改革支援の進め方（例）

KPMGは変革を迅速に実現するため、「現状を把握する」、「試行する」、「準備
する」、「本格活用する」の4段階のステップでの推進を推奨しています。

KPMGは、幅広い業界で多くの支援実績を有しています。

デジタル人材開発

デジタル人事戦略・構想策定

人事業務効率化・高度化

 人事業務のデジタル化構想策定支援

 グローバルタレントマネジメント・デジタル構想策定

 デジタル人材に対応する基幹人事制度設計

 デジタルリテラシー獲得に向けた研修体系設計

 デジタルリテラシートレーニングプログラムの企画・開発

 HEROを活用した配置業務の高度化・戦略的人材育成施策検討

 適正人材獲得のための採用業務分析

 人事データの利活用によるハイパフォーマー分析

主要実績業界

金融

通信

商社

工業

製造

IT

不動産 公共

サービス

エネルギー

KPMGによる支援実績

概要

デジタルアセスメント

デジタル活用度合いの
現状把握

PoCによる検証

テクノロジー活用のゴール
や目的を具体化するための
スモールケース検証

活用環境の整備

ゴール達成に向けた必要
データの整備、人材の
ケイパビリティ開発を推進

成果の創出

実務で本格的に活用し、
アジャイルでPDCAを
回し成果を創出

支援例

デジタル成熟度診断 AIをはじめとする
テクノロジーによる検証

データ活用に向けた
分析環境構築サポート

活用改善サポート

ステップ3
本格活用する

ステップ2
準備する

ステップ1
試行する

ステップ0
現状を把握する
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